令和元年度第２回就労プロジェクト会議録
	日　時
	令和元年９月２７日（金）　午後３時～午後５時
	書記　小菅

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階視聴覚室

	出席者
	株式会社能力開発ライフエール：戸館、金子　就労継続支援B型事業所わーくあーつ：齋藤、厚木精華園相談支援事業所ここから：城所、切通　一般社団法人クロスオーバー大和：薄葉、相州メンタルクリニック：木下、神奈川県立厚木西高等学校：高橋、神奈川県障害者雇用促進センター：原井、
事務局：長澤、小原、小菅(厚木市障がい者基幹相談支援センター)

【敬称略】

欠席者

厚木公共職業安定所：芳賀、県央地域就労援助センター障害者就業・生活支援センターぽむ：佐藤、厚木市産業振興課：河野


内容

	１　開会
２　議題
(1) 自己紹介
それぞれ自己紹介を行った。
(2) 各進捗状況
　　ア　企業向けアンケート作成について（資料あり）
　前回までのプロジェクトで企業向けのパンフレットを作ること。また、作るに当たり支援者ではなく企業にアンケートをとり企業目線のパンフレット作成をしていくことが話し合われた。
そのため、事務局でアンケートのひな形を作成、委員の皆様から意見を頂いたものを今日の資料としている。（赤字は委員からの意見を取り入れている）
アンケート作成から実施、集計などを考えるとシンポジウムまでの2か月間で行うことは難しいのではという意見があるがアンケートとシンポジウムは別で考えていること共有した。
イ　支援学校の見学について
　ハローワーク厚木の主催で令和元年12月13日（金）10時から実施。
　開催の背景には　企業から「障がい者ってどんな人？」という声が上がった。精神障がい＝事件などの偏見を持っている企業もあることから安心感を持ってもらうために企画した。見学予定は海老名養護学校を見学、定員は25名。

　ウ　就労シンポジウムについて
　スターバックスコーヒーに講師依頼をしていたが、事業所の都合により講師は受けることができないとスターバックスコーヒーから厚木市障がい者基幹相談支援センターにメールで返事が来た。他講師を急遽、探す必要が出た。
なお、委員より➀みずほ銀行の特例子会社みずほビジネス・チャレンジド、②オーイズミ　など障がい者雇用を積極的に行っている企業の案が出た。以後、調整していく。
司会はライフエール戸館氏、コーディネーター木下氏。
３　その他
　　次回のプロジェクトは令和元年11月8日（金）15時から、後日事務局より通知文にて
お知らせする。

４　閉会

　
以上
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